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■
講
演
者
…
…
小
野
塚
和
人
（
本
学
英
米
語
学
科
講
師
）

■
司　

会
…
…
髙
杉
忠
明（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
所
所
長
）

一
．
問
題
の
所
在

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
に
お
い
て
、
ト
ン
ガ
や
フ
ィ
ジ
ー
出
身
の
選
手

が
活
躍
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ト
ン
ガ
や
フ
ィ
ジ
ー

と
日
本
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
選
手
達
が
来
日
し
、
ラ

グ
ビ
ー
界
で
活
躍
を
見
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
本
講
演
会
の
目
的

は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
と
併
せ
て
、
オ
セ
ア
ニ
ア
地

域
研
究
の
啓
発
を
試
み
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
講
演
会
で
は
順
天
堂

大
学
よ
り
木
内
誠
先
生
を
お
招
き
し
、
ト
ン
ガ
と
フ
ィ
ジ
ー
チ
ー
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
者
の
視
点

か
ら
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
本
講
演
会
の
前
半
を
成
す
私
の
話
で

は
、
ト
ン
ガ
と
フ
ィ
ジ
ー
の
ラ
グ
ビ
ー
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
的
な
背
景

を
解
説
し
ま
す
。

ト
ン
ガ
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
東
文
化
大
学
の
研
究
者

（
小
林
真
生
氏
ら
）や
、
北
原
卓
也
氏
ら
に
よ
る
一
定
の
研
究
成
果
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ジ
ー
の
ラ
グ
ビ
ー
に
関
し
て
は
、Yoko 

Kanem
asu

氏
、G

yozo M
olner

氏
、D

om
inik Shieder

氏
ら
の

成
果
が
あ
り
ま
す
。
今
日
は
こ
う
し
た
成
果
を
紹
介
し
、
ラ
グ
ビ
ー
と

オ
セ
ア
ニ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
各
競
技
と
は
異
な
り
、
ラ
グ
ビ
ー
で
は

国
籍
に
関
係
な
く
各
国
の
代
表
に
な
れ
ま
す
）
1
（

。
日
本
代
表
で
も
現
在
、

五
名
の
ト
ン
ガ
出
身
選
手
が
活
躍
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
フ
ィ
ジ
ー
出

身
選
手
も
代
表
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
も

相
当
数
の
オ
セ
ア
ニ
ア
出
身
選
手
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
特
に
最
初
期

に
お
い
て
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
日
本
に
到
来
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
本
講
演
会
で
は
、
ま
ず
ラ
グ
ビ
ー
を
め
ぐ
る
ト
ン
ガ
と
日

本
の
関
係
の
草
創
期
を
振
り
返
り
ま
す
。
次
に
、
フ
ィ
ジ
ー
と
日
本
の

二
〇
一
九
年
七
月
三
日　

開
催
〈
ラ
グ
ビ
ー
を
知
っ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
楽
し
も
う
!
〉

南
の
島
の
ラ
グ
ビ
ー
強
豪
国
―
ト
ン
ガ
と
フ
ィ
ジ
ー
に
お
け
る
ラ
グ
ビ
ー
の
持
つ
社
会
経
済
的
意
味

 

小
野
塚
和
人
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関
係
を
考
察
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
持
つ
現
地
で
の
社
会
経
済
的
な
意
味
を

考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の
研
究
課
題
を
示
す
こ
と
と
し
ま
す
。

二
．
ト
ン
ガ
出
身
選
手
の
到
来
と
大
学
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
参
加

ト
ン
ガ
は
い
わ
ゆ
る
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
南
の
島
国
で
す
。
人

口
は
約
一
〇
万
人
で
、
対
馬
や
奄
美
大
島
と
同
等
の
面
積
を
有
し
て
い

ま
す
。
島
の
経
済
は
第
一
次
産
業（
農
業
と
漁
業
）と
移
民
の
送
金
に
大

き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。
農
業
は
、
コ
プ
ラ
、
や
し
油
、
バ
ナ
ナ
が
主

産
物
で
あ
り
、
主
に
カ
ボ
チ
ャ
と
里
芋
を
日
本
に
輸
出
し
て
き
ま
し
た
。

ト
ン
ガ
に
と
っ
て
、
日
本
は
主
要
な
貿
易
相
手
国
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）で
は
、
農
林
水
産
業
が
約
二
割
を
占

め
ま
す
。

次
に
、
移
民
の
送
金
は
島
の
経
済
運
営
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ト
ン
ガ
で
は
深
刻
な
雇
用
機
会
の
不
足
が
あ
り
、
職
を
得
て
も
収

入
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
内
経
済
は
、
海
外
在

住
の
ト
ン
ガ
人
か
ら
の
送
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
（
ベ
ズ
ニ
エ
・
北
原2009: 49

）。
こ
の
送
金
は
ト
ン
ガ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
二
五
〜
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
在
外
ト
ン
ガ
人
の
人
数
は
島
の
人
口
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ガ
人
は
移
住
先
に
お
い
て
、
清
掃
業
務
、
庭
園

管
理
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
調
理
業
務
補
助
な
ど
の
肉
体
労
働
に
従
事
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
（Lee 2003, 

ベ
ズ
ニ
エ
・
北
原 2009: 49

）。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
島
嶼
部
か
ら
の
労
働
力
が
介

護
・
医
療
分
野
や
農
村
部
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
太
平
洋

諸
島
か
ら
の
労
働
力
を
受
け
入
れ
る
移
民
協
定（The Pacifi c Labour 

Schem
e

）
が
存
在
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
。
こ
の
な
か
で
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
は
移
民
労
働
者
の
中
で
も
最
高
ラ
ン
ク
の
階
層
に
属
し
ま

す
。一

九
八
〇
年
代
、
最
初
の
ト
ン
ガ
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
日
本
へ
の
到
来

に
お
い
て
は
、
ト
ン
ガ
の
政
体
で
あ
る
王
制
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を

講演する小野塚先生
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果
た
し
ま
し
た（
い
ま
は
民
主
化
の
過
程
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
）。
当

時
、
大
東
文
化
大
学
の
中
野
敏
雄（
会
計
学
が
専
門
）が
、
ラ
グ
ビ
ー
部

顧
問
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
合
宿
の
引
率
に
向
か
い
ま
し
た
。

た
だ
、
中
野
は
ラ
グ
ビ
ー
に
興
味
が
な
く
、
近
隣
の
島
へ
休
暇
に
出
か

け
ま
し
た
。
そ
の
行
き
先
が
た
ま
た
ま
ト
ン
ガ
で
、
飛
行
機
の
隣
の
席

に
ト
ン
ガ
政
府
文
部
次
官
ナ
・
フ
ェ
フ
ェ
イ
が
偶
然
、
同
乗
し
て
い
ま

し
た
。
中
野
が
会
計
学
を
専
門
に
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
ナ
・
フ
ェ

フ
ェ
イ
は
中
野
を
国
王
ト
ゥ
ポ
ウ
四
世
に
紹
介
し
ま
し
た
（
北
原

2010a: 19

）。

国
王
ト
ゥ
ポ
ウ
四
世
は
、
中
野
に
ト
ン
ガ
人
そ
ろ
ば
ん
教
師
の
育
成

を
要
請
し
ま
し
た
。
ト
ゥ
ポ
ウ
四
世
は
幼
少
期
か
ら
親
日
派
で
、
第
二

次
大
戦
後
は
何
度
か
来
日
し
、
珠
算
に
励
む
小
学
生
を
見
て
、「
そ
ろ
ば

ん
は
日
本
の
効
率
性
と
経
済
発
展
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
）
2
（

。
珠
算
を
ト
ン
ガ
国
民
に
習
わ
せ
た
い
が
、
伝
手
が
な
い
。

そ
の
な
か
で
中
野
が
登
場
し
た
の
で
す
（
北
原 2010a: 19‒20, 

ベ
ズ

ニ
エ
・
北
原 2009: 50‒51

）。
ト
ゥ
ポ
ウ
四
世
は
、
直
接
、
大
東
文

化
大
学
へ
の
派
遣
学
生
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
選
出
さ
れ
た
一
期

生
が
、
ホ
ポ
イ
・
タ
イ
オ
ネ
（
本
来
は
医
学
部
に
進
学
予
定
。
現
在
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
業
家
）
と
ノ
フ
ォ
ム
リ
・
タ
ウ
モ
エ
フ
ォ
ラ
ウ

（
現
在
は
埼
玉
県
で
ラ
グ
ビ
ー
指
導
者
）
で
し
た
。
二
期
生
は
、
シ
ナ

リ
・
ラ
ト
ゥ（
現
在
は
ラ
グ
ビ
ー
指
導
者
）と
ワ
テ
ソ
ニ
・
ナ
モ
ア
で
し

た
。
彼
ら
四
人
は
、
日
本
の
ト
ン
ガ
出
身
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
ベ
ズ
ニ
エ
・
北
原2009: 51, 

北
原2010a: 

19; 2010b: 134

）。

日
本
に
関
す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
種
類
も
限
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

も
な
い
時
代
、
ト
ン
ガ
人
留
学
生
は
、
日
常
生
活
に
も
強
い
不
安
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ト
ン
ガ
人
学
生
が
恵
ま
れ
た
体
格
に
大
き

な
手
足
を
持
ち
、
ラ
グ
ビ
ー
に
卓
越
し
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
人
学
生

か
ら
の
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。
強
か
っ
た
が
故
に
、
受
け
入
れ
側
の
大

東
文
化
大
学
の
選
手
も
歓
迎
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か
ら
双
方
の
側

の
異
文
化
理
解
に
向
け
た
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ト
ン
ガ
人
学
生
の

側
は
日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
日
本
人
学
生
と
寮
で
同
室
と
す
る
な

ど
、
懸
命
に
現
地
社
会
に
溶
け
込
も
う
と
し
ま
し
た
。
日
本
人
学
生
も

英
会
話
教
材
を
購
入
し
た
り
、
ト
ン
ガ
人
留
学
生
か
ら
ト
ン
ガ
料
理
を

学
ん
だ
り
し
ま
し
た
（
小
林 2010: 120, 

ベ
ズ
ニ
エ
・
北
原2009: 

51, 

北
原2010a: 19

）。
留
学
生
の
側
も
、
国
王
の
選
抜
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
責
任
感
が
強
か
っ
た
の
で
す
。

大
東
文
化
大
学
は
ト
ン
ガ
人
選
手
の
活
躍
も
あ
り
、
全
国
優
勝
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
鏡
保
幸
監
督
が
ト
ン
ガ
出
身
学
生
の

持
ち
込
ん
だ
文
化
を
つ
ぶ
さ
ず
に
尊
重
し
、
実
践
さ
せ
た
こ
と
は
チ
ー

ム
を
大
き
く
前
進
さ
せ
ま
し
た
。
ト
ン
ガ
で
は
上
級
生
だ
か
ら
こ
そ
後

輩
を
大
事
に
す
る
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
入
浴
の
順
番
は
下
級
生
が

最
初
で
あ
り
、
上
級
生
が
自
ら
進
ん
で
雑
用
を
す
る
と
い
う
の
が
先
輩

の
あ
り
方
と
さ
れ
ま
す
。
監
督
の
後
押
し
も
あ
り
、
部
内
の
旧
態
依
然
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と
し
た
上
下
関
係
は
解
消
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
大
東
文
化
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
は
「
明
る
く
・
楽
し
い
ラ
グ
ビ
ー
」「
奔
放
ラ
グ
ビ
ー
」
と
さ

れ
、
各
大
学
も
追
随
し
て
、
海
外
出
身
選
手
の
登
用
を
始
め
ま
し
た（
小

林 2010: 120‒121

）。
現
在
の
大
学
ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
国
外
出
身
選

手
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い
で
す
が
、
も
と
も
と
は
こ
の
大
東
文
化
大
学

が
先
駆
け
な
の
で
す
。

こ
の
草
創
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
ト
ン
ガ
出
身
選
手
の
来
日
理

由
に
は
経
済
的
な
事
情
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す（Esau 2004, 

北
原

2010b: 140

）。
先
に
紹
介
し
た
ラ
ト
ゥ
も
経
済
的
に
切
り
詰
め
た
生

活
を
し
な
が
ら
、
家
族
に
送
金
し
、
本
国
の
家
族
の
住
宅
も
建
設
し
た

と
い
い
ま
す
。
日
本
は
出
稼
ぎ
先
で
あ
り
、
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
の
企
業

が
提
供
す
る
福
利
厚
生
は
大
変
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
（
北
原

2010b: 141

）。
木
内
先
生
に
よ
る
と
、
現
在
の
ト
ン
ガ
出
身
の
高
校

留
学
生
も
奨
学
金
の
半
額
を
送
金
す
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
も
現
地
で
は

相
当
な
金
額
に
な
り
ま
す
。

三
．
フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
の
到
来
と
ラ
グ
ビ
ー
の
持
つ
意
味

次
に
、
フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
は
ど
の
よ
う
な
背
景
で
来
日
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
フ
ィ
ジ
ー
の
人
口
は
約
九
〇
万
人
で
、
地
域
経
済
を
第
一

次
産
業（
主
に
砂
糖
の
生
産
）と
観
光
業
に
依
存
し
、
ト
ン
ガ
と
同
様
に

送
金
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
多
く
を
占
め
ま
す
。
住
民
は
フ
ィ
ジ
ー
系（
五
七
％
）

と
イ
ン
ド
系（
三
八
％
）が
中
心
で
す
が
、
両
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
良

好
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ィ
ジ
ー
は
政
治
的
に
不
安
定
で
、
一
九
八
七

年
か
ら
ク
ー
デ
タ
ー
を
四
回
も
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
フ
ィ

ジ
ー
系
と
イ
ン
ド
系
住
民
の
対
立
関
係
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、

フ
ィ
ジ
ー
の
人
々
は
「
お
金
が
な
く
て
も
幸
せ
」
と
い
う
形
で
テ
レ
ビ

や
文
献
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
西
欧
の
経
済
指

標
で
見
る
と
フ
ィ
ジ
ー
は
、
地
理
的
に
も
世
界
の
周
縁
で
あ
り
、
経
済

活
動
に
お
い
て
も
従
属
的
な
位
置
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う

（Kanem
asu and M

olner 2014: 1391; 2012: 721, 723‒724

）。

フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
は
ト
ン
ガ
出
身
選
手
の
活
躍
の
後
に
到
来
し
ま

し
た
。
最
初
に
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
で
フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
を
登
用
し
た

の
は
日
野
自
動
車
で
あ
り
、
フ
ィ
ジ
ー
に
バ
ス
を
販
売
し
て
い
た
と
こ

ろ
か
ら
関
係
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
九
九
一
年
に
来
日
し
た
パ
ウ
ロ
・

ナ
ワ
ル
と
シ
リ
ロ
・
ロ
ボ
ク
ル
、
そ
し
て
、
ブ
ラ
イ
ス
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ

ン
ら
は
日
野
レ
ッ
ド
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
の
躍
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た

（Schieder 2014: 252‒253

）。
特
に
、
ナ
ワ
ル
は
七
人
制
ラ
グ
ビ
ー

で
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
監
督
に
も
な
り
、
そ
し
て
、
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー

界
に
フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
を
採
用
・
招
へ
い
す
る
道
筋
を
作
っ
た
人
物

で
す
（Schieder 2014: 253; Schieder and Presterudstuen 

2014: 1364‒1365

）。
フ
ィ
ジ
ー
社
会
で
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
イ

ギ
リ
ス
な
ど
各
国
に
ラ
グ
ビ
ー
選
手
を
送
出
し
て
い
て
、
日
本
は
比
較

的
新
し
い
行
き
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ガ
出
身
選
手
と
同
じ
く
、
来
日
後
、
フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
が
祖
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国
の
家
族
に
送
金
を
す
る
点
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
日
本
を
拠
点
に
す

る
選
手
か
ら
の
送
金
は
、
祖
国
の
親
族
全
体
を
世
話
で
き
る
ほ
ど
の
影

響
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
助
け
合
い
な
が
ら

生
き
る
フ
ィ
ジ
ー
の
人
々
が
特
集
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
で
も
フ
ィ
ジ
ー
出
身
の
労

働
者
た
ち
は
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
く
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
フ
ィ
ジ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
調
査
し
た
研
究
成
果
に
よ

る
と
、
来
日
後
、
フ
ィ
ジ
ー
出
身
選
手
は
同
郷
の
人
と
ほ
と
ん
ど
交
流

し
な
く
な
る
と
し
て
い
ま
す（Schieder and Presterudstuen 2014: 

1360, 1367

）。
高
い
収
入
に
よ
っ
て
社
会
階
層
が
上
昇
す
る
日
本
在

住
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
は
異
な
っ
た
生
活
様
式
を
採
用
す
る
よ
う
で
す
。

フ
ィ
ジ
ー
に
関
し
て
は
ラ
グ
ビ
ー
の
持
つ
社
会
的
意
味
に
つ
い
て
、

詳
細
な
調
査
成
果
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
フ
ィ
ジ
ー

系
住
民
に
と
っ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
は
自
分
た
ち
の
土
地
や
伝
統
を

守
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
フ
ィ
ジ
ー
系
住
民
の
ラ
グ

ビ
ー
の
試
合
に
か
け
る
意
味
合
い
は
大
き
く
、
日
本
人
が
日
本
発
祥
の

柔
道
や
空
手
を
観
戦
し
て
抱
く
感
情
よ
り
も
強
い
と
い
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。
フ
ィ
ジ
ー
系
住
民
の
ラ
グ
ビ
ー
と
は
、
自
ら
の
文
化
の
体
現

で
あ
り
、
部
族
闘
争
の
現
代
版
で
も
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の

も
の
と
な
り
ま
す（Presterudstuen and Schieder 2016; Schie-

der and Presterudstuen 2014: 1363; Kanem
asu and M

olner 
2012

）。

フ
ィ
ジ
ー
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ド
リ
ー
ム
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
ラ

グ
ビ
ー
ド
リ
ー
ム
が
実
現
す
れ
ば
世
界
の
檜
舞
台
で
活
躍
で
き
、
社
会

的
に
も
経
済
的
に
も
成
功
で
き
ま
す
。
そ
の
成
功
確
率
も
二
・
二
％
と
、

ア
メ
リ
カ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
Ｎ
Ｂ
Ａ
選
手
に
な
れ

る
確
率
が
〇
・
〇
三
％
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
高
い
数
値
で
す
。
保

護
者
も
教
員
も
、
勉
強
が
得
意
で
な
い
子
ど
も
に
は
ラ
グ
ビ
ー
で
卓
越

す
る
こ
と
を
勧
め
る
と
い
い
ま
す
。
フ
ィ
ジ
ー
系
住
民
に
と
っ
て
、
ラ

グ
ビ
ー
は
世
界
に
進
出
す
る
た
め
の
数
少
な
い
手
段
の
ひ
と
つ
と
な
り

ま
す（Kanem

asu and M
olner 2014: 1392‒1393; 2013: 867

）。

た
だ
し
、
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
ド
リ
ー
ム
の
追
求
に
は
社
会
的
支
援
が
存

在
し
ま
せ
ん
。
選
手
自
身
は
経
済
的
な
困
難
か
ら
、
医
療
保
険
に
加
入

で
き
ず
に
、
医
療
的
措
置
が
不
十
分
な
ま
ま
怪
我
を
放
置
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
選
手
た
ち
の
多
く
は
失
業
し
て
い
て

正
式
に
雇
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
選
手
の
家
族
・
親
族
が
、
全
面
的
に

選
手
を
支
え
ま
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
契
約
や
雇
用
の
な
い
選
手
た
ち
に
は

ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
こ
と
が
日
々
の
活
動
の
中
心
に
な
り
、
プ
ロ
に
な
る

こ
と
が
人
生
の
た
だ
ひ
と
つ
の
目
標
に
な
り
ま
す
。
仮
に
成
功
し
た
と

し
て
も
、
引
退
後
は
日
本
の
よ
う
に
解
説
者
や
コ
ー
チ
の
よ
う
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
警
備
員
や
農
業
に
従
事
す
る
な

ど
し
て
生
計
を
立
て
ま
す（Kanem

asu and M
olner 2014: 1394

）。
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四
．
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済
論
と
ア
ス
リ
ー
ト
貿
易

こ
の
よ
う
な
ト
ン
ガ
や
フ
ィ
ジ
ー
と
日
本
の
つ
な
が
り
は
、
双
方
に

利
益
が
あ
り
、w

in-w
in

の
関
係
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
ト
ン
ガ
や
フ
ィ
ジ
ー
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
考
え
た
と
き
に
、

出
移
民
と
送
金
に
依
存
す
る
こ
と
に
は
い
く
つ
も
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
問
題
系
は
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｂ
経
済
論
や
従
属
論
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て

き
ま
し
た
（H

ayes 1992
）。
つ
ま
り
、
送
金
に
よ
っ
て
社
会
が
下
支

え
さ
れ
る
た
め
、
政
府
機
能
の
改
善
、
社
会
制
度
の
効
率
化
、
経
済
活

動
の
環
境
整
備
な
ど
が
看
過
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
送
金
に
依
存

す
る
結
果
と
し
て
、
自
発
的
に
島
の
生
活
を
改
善
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

欲
が
減
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。

フ
ィ
ジ
ー
の
ラ
グ
ビ
ー
を
研
究
す
るKanem

asu

ら
は
、
オ
セ
ア
ニ

ア
島
嶼
部
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
出
稼
ぎ
を
「
ア
ス
リ
ー
ト
貿
易

（m
uscle trade

）」
と
し
て
い
ま
す（Kanem

asu and M
olner 2013: 

868

）。
世
界
シ
ス
テ
ム
論
的
な
図
式
に
依
拠
し
て
、
こ
う
し
た
ラ
グ

ビ
ー
選
手
の
海
外
で
の
登
用
を
強
制
徴
用（blackbirding

）の
現
代
版

と
す
る
解
釈
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、Kanem

asu

ら
は
、
フ
ィ
ジ
ー

出
身
選
手
が
フ
ィ
ジ
ー
人
ら
し
さ
、
い
わ
ば
国
威
発
揚
を
ラ
グ
ビ
ー
を

通
じ
て
実
現
し
て
い
る
と
し
て
、
植
民
地
主
義
的
な
図
式
よ
り
も
選
手

達
の
主
体
性
に
注
目
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
（Kanem

asu and M
ol-

ner 2013, 2012

）。

次
の
研
究
課
題
と
し
て
、
ト
ン
ガ
や
フ
ィ
ジ
ー
に
対
し
て
、
各
国
か

ら
ど
の
よ
う
な
開
発
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
う
し
た
支
援
が

ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
か
、
世
界
各
地
で
振
興
さ
れ
て
い

る
観
光
業
が
ど
の
よ
う
に
島
の
経
済
を
浮
揚
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
、
と
い
っ
た
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
異
国
の
日
本
で
一
生
懸
命
に
言
葉
を
学
び
、
現
地
社
会
に

溶
け
込
も
う
と
し
た
選
手
達
、
彼
ら
を
迎
え
入
れ
、
有
形
無
形
に
支
え

て
こ
ら
れ
た
関
係
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

丹
念
な
調
査
に
よ
っ
て
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
嶼
国
と
ラ
グ
ビ
ー
の
関
係
を

講師としてお招きした木内誠先生
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研
究
さ
れ
て
き
た
方
々
に
よ
っ
て
本
日
の
講
演
は
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

併
せ
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

注（1） 

ラ
グ
ビ
ー
で
は
国
籍
よ
り
も
、
チ
ー
ム
へ
の
帰
属
意
識
の
方
が

重
視
さ
れ
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
に
お
い
て
各
国
の
代
表
選
手
に
な

る
た
め
の
条
件
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
比
較
し
て
独
特
な

体
系
を
有
し
て
い
ま
す
。
下
記
を
ひ
と
つ
ク
リ
ア
す
れ
ば
代
表

に
な
る
資
格
を
得
ら
れ
ま
す

 

一
．
当
該
国
で
出
生
し
た
。

 

二
．
両
親
あ
る
い
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
か
が
当
該
国
で
出
生
し
た
。

 

三
． 

三
年（
三
六
カ
月
）間
継
続
し
て
当
該
国
に
居
住
し
た（
二

〇
二
〇
年
か
ら
は
五
年
に
な
る
）。

 

ま
た
、
他
国
の
代
表
経
験
が
あ
っ
て
も
、
次
の
三
つ
の
条
件
を

す
べ
て
ク
リ
ア
す
れ
ば
可
能
に
な
り
ま
す

 

一
．
国
籍
を
取
得
し
た
。

 

二
．
自
身
の
前
代
表
国
の
最
終
戦
か
ら
一
八
カ
月
以
上
経
過
し
た
。

 

三
． 

七
人
制
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で
四
大
会
以
上
、
ま
た
は

五
輪
予
選
で
半
分
以
上
の
試
合
で
プ
レ
ー
し
て
き
た
。

（2） 

ト
ゥ
ポ
ウ
四
世
は
戦
前
か
ら
伴
野
商
会
と
関
係
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
詳
細
は
葉
室
・
青
柳
・
北
原
（2016

）
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
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